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本書は，アメリカ黒人，在日コリアンがいかに
異なった立場からアメリカ及び日本の「市民権J
概念の書き換えを行ったかを，ロスアンジ、エルス
と川崎の事例から，同時代的に考察するものであ
る。リンドン・ B・ジョンソン政権下で行われた
「貧困との戦いjの中心を成し，「貧困層」の参加
を目標として掲げたコミュニティ活動事業
(CAP）を， CAPの影響下で考案，実施された日
本の「モデル・コミュニティ事業」と比較した。
そして，米国及び日本政府が行ったそれぞれの
「コミュニティ J事業に対して，ロスアンジェル
スの黒人と川崎の在日の活動家がいかにオルタナ
ティヴな「コミュニティ」及び「福祉j像を提供
したのかを考察した。アメリカの福祉国家の内側
から貧困，労働，福祉をめぐる問題に取り組み，
「住民参加」を政治参加の機会へ転換させた黒人
側の戦略と，日本の福祉国家の外側から「市民J
の定義を問い直し，国籍条項撤廃及び福祉権をも
とめた運動へつなげた在日コリアンの活動家の戦
略を比較し二十世紀の福祉国家史／都市史／黒
人，在日の運動史の文脈に位置づけた。その際，
在日の活動家がアメリカの黒人解放運動と神学を
いかに受容し，「翻訳jし，自らの運動の糧とし
たのかを分析することで，両運動が連結し国境
を越えて展開する過程を詳らかにした。
（土屋和代）
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